
図書館だより 市政の窓

文芸コーナー
美
容
室
の
主

あ
る
じ

は
入
口
に
巢
作
り
せ
し
燕
を
見
上
げ
困
惑
の
態て

い

 

八
日
市
場
イ　

多
部
田
佐
智
子

緑
葉
の
萌
え
立
つ
よ
う
な
槇
の
木
に
小
雀
の
群
れ
て
行
き
交
い
遊
ぶ

 

椿　
　
　
　
　

日
色　

和
江

梅
の
実
の
熟
れ
た
る
香
り
部
屋
中
に
黄こ

金が
ね

色い
ろ

な
る
ジ
ャ
ム
出
来
あ
が
り

 

西
小
笹　
　
　

伊
藤　

英
子

群
れ
集
う
白
鷺
の
白
ゆ
る
ゆ
る
と
餌
を
食
む
姿
青
田
に
映
え
り

 

八
日
市
場
イ　

鈴
木　

和
子

心
こ
め
折
鶴
二
羽
を
広
島
に
核
な
き
世
界
願
う
オ
バ
マ
氏

 

堀　

川　
　
　

山
本　

伸
子

里
山
に
大
銀
杏
聳
ゆ
叔
父
叔
母
等
眠
る
み
墓
を
見
守
る
如
し

 

高　

野　
　
　

鈴
木
と
も
子

噴
く
汗
に
シ
ャ
ツ
も
ズ
ボ
ン
も
濡
れ
そ
ぼ
つ
峽
深
き
田
に
畔
草
刈
れ
ば

 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

昭
雄

鬼
百
合
の
群
落
花
を
終
へ
た
れ
ば
も
み
ぢ
葵
の
咲
き
初
め
に
け
り

 

栢　

田　
　
　

小
川　

知
至

刑
部
岬
の
展
望
館
よ
り
見
下
ろ
せ
ば
漁
船
停
泊
し
九
十
九
里
凪
ぐ

 

野　

手　
　
　

大
木　

政
子

賜
り
し
縁
取
り
ピ
ン
ク
の
八
重
の
薔
薇
一
輪
挿
し
に
凛
と
し
薫
る

 

野　

手　
　
　

伊
橋　

良
子

ふ
と
こ
ろ
の
封
書
確
め
濡
ら
さ
じ
と
雨
の
ポ
ス
ト
に
傘
か
た
む
け
ぬ

 

今　

泉　
　
　

稲
葉　

雪
子

晩
夏
光
は
っ
し
と
竹
刀
合
は
す
音 

八
日
市
場
ハ　

大
川　

宜
子

短　

歌 

小
泉 

泰
淸 

推
薦

俳　

句

八
木 

佐
久
司 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

休館日…１日（木）・20日（火）・毎週月曜日

★ご存知ですか？芥川賞と直木賞

　芥川龍之介賞と直木三十五賞は、文藝

春秋社の創業者・菊池寛が、友人である

芥川龍之介と直木三
さんじゅうご

十五の名を記念し、

昭和10年、同時に制定しました。芥川賞は、

新進作家による純文学の中・短編作品の

中から、また直木賞は、新進・中堅作家

によるエンターテインメント作品の単行

本の中から、選考委員が討議によって決

定した最も優秀な作品に対して、公益財

団法人日本文学振興会より贈呈されます。

正賞は懐中時計、副賞は100万円です。

　第１回受賞作は、芥川賞が石川達三

『蒼
そう

氓
ぼう

』、直木賞が川口松太郎『鶴八鶴次

郎』その他、でした。７月19日に決まっ

た第155回は、芥川賞を村田沙耶香さん

「コンビニ人間」、直木賞を荻原浩さん

「海の見える理髪店」が受賞しました。

　これらの作品は図書館で読むことがで

きます。ぜひ、ご来館ください。

今月のイベント
★おはなし会

日時…毎週土曜日　14時から約30分間

場所…八日市場図書館

問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

№69

あ
っ
ぱ
れ
！
日
本
代
表
選
手

た
。
競
泳
女
子
２
０
０
ｍ
平
泳

ぎ
の
金
藤
選
手
を
除
き
、
金
獲

得
の
道
の
り
は
逆
転
に
次
ぐ
逆

転
で
あ
り
、
厳
し
い
練
習
と
努

力
で
培
っ
た
自
信
と
勝
負
根
性

と
精
神
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま

す
。
メ
ダ
ル
獲
得
数
も
金
12
銀

８
銅
21
の
計
41
個
と
史
上
最
多

を
記
録
し
、
次
回
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
、
追
加
種
目
に
決

定
し
た
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

や
空
手
を
考
え
る
と
、
さ
ら
に

期
待
が
膨
ら
む
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
本
の
夏
の
風
物
詩
と
い
え

ば
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

で
あ
り
、
毎
年
テ
レ
ビ
に
く
ぎ

付
け
で
し
た
が
、
気
が
付
け
ば

優
勝
校
は
作
新
学
院
。
ビ
ー
ル

片
手
に
一
喜
一
憂
す
る
プ
ロ
野

球
は
、
番
外
へ
追
い
や
ら
れ
た

感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
代
表
選
手
の
勇
姿
が
残

像
す
る
中
で
、
閉
会
式
で
は
、

「
フ
ラ
ッ
グ
ハ
ン
ド
オ
ー
バ
ー

セ
レ
モ
ニ
ー
」
で
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会

長
を
経
由
し
て
、
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
市
長
か
ら
小
池
東
京
都

知
事
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
旗
が
引

き
継
が
れ
、
ま
た
「
ス
ー
パ
ー

マ
リ
オ
」
に
扮ふ

ん

し
た
安
倍
首
相

の
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

４
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
思
い
を
新
た
に
、
17

日
間
の
テ
レ
ビ
観
戦
が
終
わ
る

と
、
黄
金
色
に
実
っ
た
稲
の
刈

り
取
り
が
始
ま
っ
て
お
り
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
秋

の
気
配
が
漂
っ
て
き
て
い
る

中
、
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
、
地
元
の
新
米
で
体
力
増
強

を
図
り
、
秋
の
諸
行
事
に
向
け

ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
か
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
の
暑
さ
は
格

別
な
も
の
で
あ
り
、
さ
ら

に
熱
く
し
た
の
は
、
リ
オ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本

代
表
選
手
の
見
事
な
ま
で

の
戦
い
ぶ
り
で
し
た
。

　

競
泳
男
子
４
０
０
ｍ
個
人
メ

ド
レ
ー
で
萩
野
、
瀬
戸
両
選
手

に
よ
る
驚

き
ょ
う

愕が
く

の
金
・
銅
メ
ダ
ル

同
時
獲
得
を
皮
切
り
に
、
復
活

し
た
お
家
芸
の
柔
道
と
体
操
に

よ
る
金
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
。
今

大
会
で
日
本
中
を
歓
喜
の
渦
に

巻
き
込
ん
だ
の
は
、
テ
レ
ビ
中

継
の
時
間
帯
に
も
恵
ま
れ
た
卓

球
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
を
筆
頭

に
、
昔
は
（
？
）〝
大
和
な
で
し

こ
〞
と
い
わ
れ
た
女
子
選
手
の

活
躍
は
実
に
見
事
な
も
の
で
し

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規
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力
作

募
集
中

あ
て
先
…

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班
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匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２
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匝瑳

探訪
124

　

最
近
、
豊
栄
小
学
校
の
開
校
に

関
係
し
た
岩い

わ

村む
ら

成せ
い

績せ
き

に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

岩
村
が
１
８
７
１
（
明
治
４
）

年
、
飯
倉
村
（
豊
栄
地
区
）
に
開

い
た
「
時
習
塾
」
と
い
う
私
塾
が
、

73
（
明
治
６
）
年
12
月
、
県
の
許

可
を
得
て
「
飯
倉
学
校
」
と
し
て

開
校
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
豊
栄
小

の
前
身
で
、
市
域
で
は
３
番
目
の

開
校
で
し
た
。

　

そ
の
経
過
は
、
73
年
８
月
に
岩

村
塾
の
生
徒
の
試
験
が
あ
り
、
結

果
が
良
か
っ
た
の
で
飯
倉
村
や
貝

塚
村
（
豊
栄
地
区
）、
母
子
村
（
横

芝
光
町
）
な
ど
近
隣
の
有
力
者
や

村
民
か
ら
寄
付
金
を
集
め
、
同
年

12
月
に
時
習
塾
で
の
開
校
と
な
っ

た
も
の
で
し
た
。
75
（
明
治
８
）

年
に
は
教
場
を
飯
倉
・
千せ

ん

手じ
ゅ

院い
ん

の

本
堂
に
移
し
、
生
徒
も
70
人
を
数

え
ま
し
た
。

　

岩
村
は
江
戸
時
代
後
期
、
江
戸

で
生
ま
れ
昌し

ょ
う

平へ
い

黌こ
う

と
も
よ
ば
れ
る

幕
府
の
学
問
所
・
昌
平
坂
学
問
所

で
学
ん
だ
後
、
旗
本
・
池
田
氏
に

仕
え
ま
し
た
。
池
田
氏
は
旧
八
日

市
場
市
域
に
７
か
村
の
知ち

行
ぎ
ょ
う

地ち

が

あ
り
、
飯
倉
村
も
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

岩
村
は
、
68
（
明
治
元
）
年
か

ら
翌
年
に
か
け
て
の
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
の

際
に
は
、
幕
府
軍
に
加
わ
り
各
地

を
転
戦
、
最
後
は
北
海
道
に
渡
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
争
終
結
後
、
北
海
道
を
脱
出

し
た
岩
村
は
父
と
共
に
池
田
氏
の

旧
領
地
・
南
山
崎
村（
吉
田
地
区
）

の
林
伝
兵
衛
宅
に
い
っ
た
ん
身
を

寄
せ
た
後
、
飯
倉
村
に
移
り
住
ん

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

幕
末
か
ら
明
治
維
新
の
混
乱
の

中
で
、
上
京
し
て
国
の
た
め
に
働

く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
も
の
の
、

お
よ
そ
20
年
間
飯
倉
村
で
地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
尽
く
し
、

94
（
明
治
27
）
年
61
歳
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
問
い
合
わ
せ
は
、
幕
末

史
を
調
査
研
究
し
て
い
る
人
か
ら

の
も
の
で
、
明
治
以
降
の
岩
村
の

足
跡
を
た
ど
り
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

案
内
し
た
墓
は
飯
倉
・
西
ノ
内

の
共
同
墓
地
に
あ
り
、
碑
は
97（
明

治
30
）
年
、
千
手
院
境
内
に
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
旧
豊
栄

中
学
校
跡
地
、
さ
ら
に
現
在
は
豊

栄
小
の
隣
接
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　

没
後
四
十
数
年
を
経
た
１
９

４
０
（
昭
和
15
）
年
、
豊
栄
村
で

は
岩
村
の
旧
宅
地
跡
に
「
時
習
塾

址
」
の
碑
を
建
て
、
そ
の
功
績
を

た
た
え
ま
し
た
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

 

☎
73
・
０
０
８
０

岩
村
の
碑

飯
倉
を
歩
く

大
太
鼓
腹
の
底
ま
で
祭
か
な 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

帽
子
屋
の
帽
子
い
ろ
い
ろ
街
晩
夏 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

校
長
の
声
は
遠
く
に
雲
の
峰 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

長
子
わ
れ
生
家
離
れ
ず
晩
夏
か
な 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

平
凡
な
く
ら
し
を
続
け
胡
瓜
も
む 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

遠
く
か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
し
赤
カ
ン
ナ 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

晴
江

大
過
な
き
日
が
吉
日
や
冷
奴 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

貴
寿

夏
と
ん
ぼ
も
つ
れ
も
つ
れ
て
空
に
消
え 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

若
干
の
想
ひ
出
の
あ
り
凌
霄
花 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

紫
陽
花
や
一
直
線
の
道
に
沿
い 

野　

手　
　
　

小
関　

義
一

打
ち
水
を
笑
っ
て
る
よ
な
猛
残
暑 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

盆
の
花
た
ち
ま
ち
萎
え
る
墓
参
り 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

残
暑
よ
り
熱
か
っ
た
リ
オ
甲
子
園 

　

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

塾
か
ら
塾
残
暑
の
中
を
子
等
元
気 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

諸
手
上
げ
残
暑
嬉
し
い
庭
小
草 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

黄
金
波
残
暑
の
中
を
コ
ン
バ
イ
ン 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

秋
風
へ
蝉
も
そ
ろ
そ
ろ
夏
仕
舞
い 

横
須
賀　
　
　

鈴
木　

春
子

紅
つ
け
て
孫
が
だ
ん
だ
ん
遠
く
な
る 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

炎
天
の
鳴
る
風
鈴
に
涼
感
じ 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

川　

柳 

鈴
木 

十
世
志 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

豊栄小学校隣接地に建つ「岩村の碑」
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